
平成２９年１１月１３日 
各 位 

株 式 会 社 北 九 州 銀 行 

 

起業体験型イベント『Startup Weekend 北九州 Vol. 2』を応援します！ 

 

北九州銀行（頭取 藤田光博）は、起業家輩出を目的としたスタートアップ体験イベント

｢Startup Weekend 北九州 Vol.2｣の開催にあたり、第 1 回に引き続き、スポンサーとして

Startup Weekend 北九州を応援することとなりましたのでお知らせします。 

本イベントは事業アイデアを持ち寄り、週末の 3 日間でアイデアを形にする方法を学び、 

スタートアップをリアルに体験できるものです。また、開催にあたっては、北九州市立大学  

および北九州工業高等専門学校の学生を中心に第 1回参加者の有志にてイベントの企画・運営

等を行います。 

記 

 

（１）イベント名 Startup Weekend 北九州 Vol.2 

（２）主   催 NPO 法人 Startup Weekend 

           （運営：北九州市立大学および北九州工業高等専門学校の学生有志等） 

（３）協   力 北九州市、北九州 e-PORT 推進機構 

（４）日   時 平成 29 年 12 月 1 日（金）～12 月 3 日（日） 

（５）場   所 fabbit（ファビット） 

         小倉北区浅野 2丁目 14-3 あるある City2 号館 3階 

（６）内   容 1 日目：アイデア発表・チームづくり 

         2 日目：アイデアの形づくり、起業経験者等によるコーチング 

          3 日目：プレゼンテーション、企業経営者等による審査 

（７）対 象 者  新規事業を立ち上げたい方、起業体験を積みたい方、スタートアップ 

に興味がある方 

（８）参 加 費  有料（各種参加料については公式HP（下記）に記載） 

          【Startup Weekend 北九州公式 HP】 

         https://swkitakyusyu.doorkeeper.jp/events/65782 

以 上 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

 
営業統括部 田中・端田 TEL:093-513-5371 



2017年 12 月1日（金）, 2日（土）, 3日（日） 3日間

通常チケット（日程中の昼食・夕食、懇親会込）/ Participant 11月30日（木）まで
社会人 ¥7,000、 大学生/大学院生割 ¥4,000 、
高校生・高専生 特別割引 ¥2,000（先着25名まで）
プレゼン見学＆懇親会 / Presentation and Reception
¥2,000 申込締切 12月1日（金）15時まで

fabbit ファビット
福岡県北九州市小倉北区浅野2丁目14‐3 あるあるCity 2号館3階

新規事業を立ち上げたい方！起業体験を積みたい方！

仲間を集めたい方！スタートアップに興味ある方！
第2回Startup Weekend 北九州で

一緒に一歩先へと歩みを進めてみませんか？

【参加申込はこちらから】→

DAY1 DAY2 DAY3
金曜の夜からスタートします。
まずは参加者同士で交流。雑談やアイスブレイク
のゲームを通じて、お互いの理解を深めます。それ
ぞれが持っているアイデア、「これをやりたいんだ」と
いう想い、自分が得意とするスキルを発表し合っ
てチームを作っていきます。

チームごどにアイデアを形にします。
チーム内で議論をしたり、自分たちが考えているビ
ジネスの顧客になりうる人にアンケートをとってみた
り、それぞれの知識の人脈を活かして情報収集を
しながら、顧客開発を行います。午後には第一線
で活躍する起業家や投資家がコーチとしてサポー
トします。

いよいよプレゼンテーションを行います。
夕方までに、対象となる顧客やコンセプト、サービ
ス内容、マネタイズの方法などを固めていき、審査
員の前で発表をします。新しい事業を興した経験
のある起業家や、実際にスタートアップに出資した
ことがある投資家などのジャッジで最優秀チームが
決まります。

WHAT IS ‘Startup Weekend’?

SupporterＳponsor
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